
令和 5年 5月 26 日 

 

大型公共施設建設特別委員会 

環境部廃棄物処理課 

   （新清掃工場建設担当） 

新清掃工場整備事業について 

 

１ 事業概要【資料１】 

 建 設 地：浜松市天竜区青谷地内（小堀谷市有林） 

 処理規模：焼却処理（399ｔ／日）、破砕処理（64ｔ／日） 

 事業方式：ＰＦＩ事業（ＢＴＯ方式） 

 稼働予定：令和 6年 4月 

２ これまでの経緯【資料２】 

・平成 29年 4月 10 日 入札公告及び入札説明資料等の公表 

・平成 29年 12月 7日 新日鉄住金エンジニアリング㈱グループを最優秀提案者に選定 

・平成 30年 2月 27 日 事業契約締結議案可決（2/28 事業着手） 

３ 事業内容【資料３】 

（１） ＰＦＩ事業 

① 敷地造成及びアプローチ道路工事【資料４】【資料６】 

・平成 30～令和 5年 敷地造成 工事 

・平成 30～令和 5年 アプローチ道路 詳細設計、工事 

② 本体建設工事【資料５】【資料６】 

・令和 2～5年 建築・プラント 設計、工事（試運転：令和 5年 8月～） 

（２） 事業モニタリング業務 

・平成 30～令和 3年 実施設計モニタリング 

・平成 30～令和 5年 工事施工モニタリング 

（３） 環境影響評価【資料７】 

（４） 周辺整備【資料８】 

・平成 27～28年 道路設計 

・平成 29～令和 5年 用地買収、物件補償、道路整備工事 

・平成 30～令和 5年 上水道整備 設計、工事 

・令和 2～5年 電気供給 設計、工事 

（５） 付加価値事業【資料９】 

・令和 2年 事業者募集および決定 

・令和 3～5年 事業者による準備、設計（本体建設工事との調整） 
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新清掃工場及び新破砕処理センター施設整備運営事業概要 

 

１ 事 業 名 新清掃工場及び新破砕処理センター施設整備運営事業 

 

２ 事業期間 平成 30 年 2 月 27 日から令和 26 年 3 月 31 日まで 

整備期間：平成 30年 2月 27日から令和 6年 3月 31 日まで 

運営期間：令和 6年 4 月 1 日から令和 26 年 3 月 31 日まで 

 

 

３ 入札方法 一般競争入札（総合評価落札方式） 

 

４ 受 注 者 株式会社浜松クリーンシステム（特別目的会社） 

 

５ 契約金額 78,363,538,144 円（消費税及び地方消費税額を含む） 

 

６ 企業構成 （業者名後の*印は、市内本店企業） 

構 成 員（特別目的会社株主） 協力企業 

日鉄エンジニアリング株式会社（代表企業） 

日鉄環境エネルギーソリューション株式会社 

西松建設株式会社 

中村建設株式会社* 

株式会社中村組* 

株式会社フジヤマ* 

株式会社広築 

矢橋工業株式会社 

株式会社大林組 

株式会社エヌジェイ・エコサービス 

株式会社大建設計 

新明和工業株式会社 

天竜森林組合* 

社会福祉法人天竜厚生会* 

 

７ 工場の概要 

(1)プラント 

ア）新清掃工場 

・処理能力 399t/日（199.5t/日×2系列） 

・処理方式 シャフト炉式ガス化溶融方式 

・発電能力 15,120kW（蒸気タービン発電機）＋100kW（太陽光発電） 

イ）新破砕処理センター 

・処理能力 64t/日（破砕設備 38t/日・選別設備 26t/日） 

・処理方式 破砕（もえないごみ及び粗大ごみ） 

 選別（プラスチック製容器包装） 

 保管（びん類、小型家電、特定品目、自転車、マットレス） 
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(2)建築 

ア）工場棟（新清掃工場と新破砕処理センターの合棟） 

・構造 鉄骨鉄筋コンクリート造他 （7階建て） 

・高さ 約 39ｍ （煙突高さ 58ｍ） 

・延床面積 約 25,070 ㎡ 

イ）管理棟 

ウ）一般搬入用受入ヤード 

 

８ 事業提案の特徴 

〇障がい者の常時雇用（15 名）と地域雇用（運営 10 年後に 100％） 

〇地域の防災拠点施設としての機能充実 

〇多業種の市内企業への発注と地元資材の活用 

〇主灰資源化物を用いた循環型社会を実感できる環境学習を展開 

○付加価値事業の選定支援と工事の効率的な連携 

○ICT 技術の積極的な導入と環境影響に配慮した工事計画 

〇高効率発電と再生可能エネルギーを最大限活用した施設運営 

〇ごみ質変動に柔軟で安定した運転と 30 年間の稼働を見据えた維持修繕計画 

〇災害廃棄物の迅速な処理 

〇最終処分物と主灰の自区内処理完結 

〇最終処分物を飛灰処理物のみに極小化し最終処分場を長寿命化 

〇主灰の 100％資源化の実現 
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９ 完成予想図（提案書より） 

《南から北を望む》 

 

 

10 現況写真                      令和 5年 5月 16 日現在 
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これまでの経緯 

 

・平成 24年 3月 一般廃棄物処理施設基本構想策定 

・平成 24年 12 月 5日 第４清掃工場の整備について【環境経済委員会で報告】 

・平成 25年 2月 8日 第４清掃工場の候補地選定について【環境経済委員会で報告】 

・平成 26年 1月 15 日 新清掃工場に関する地元対応について【環境経済委員会で報告】 

・平成 26年 3月 新清掃工場及び新破砕処理センター施設基本計画策定 

・平成 26年 3月 28 日 下阿多古連合自治会長と建設に向け「確認書」の取り交わし 

・平成 26年 7月 31 日 資産経営推進会議において、事業方式を「民活を前提」とする方針 

・平成 26年 9月 4日 市有林内の具体的建設位置について地元と合意 

・平成 26年 11 月 11 日 新清掃工場及び新破砕処理センター建設に係る環境影響調査について 

【環境経済委員会で報告】 

・平成 27年 3月 6日 新清掃工場及び新破砕処理センター稼働後の運行ルートについて 

【環境経済委員会で報告】 

・平成 29年 1月 16 日 実施方針の公表 

・平成 29年 3月 24 日 特定事業の選定（ＰＦＩ・ＢＴＯ方式を採用）の公表 

・平成 29年 4月 6日 PFI 事業者公募について 

【新病院・新清掃工場建設調査特別委員会協議会で報告】 

・平成 29年 4月 10 日 入札公告及び入札説明資料等の公表 

・平成 29年 12 月 7日 新日鉄住金エンジニアリング㈱グループを最優秀提案者に選定 

・平成 29年 12月 13 日  新清掃工場及び新破砕処理センター施設整備運営事業におけるＰＦＩ事

業者の決定について 

【新病院・新清掃工場建設調査特別委員会協議会で報告】 

・平成 29年 12 月 20 日 株式会社浜松クリーンシステム（特別目的会社）設立 

・平成 30年 1月 26 日 株式会社浜松クリーンシステムと事業仮契約を締結 

・平成 30年 2月 27 日 事業契約締結議案可決（2/28 事業着手） 

・平成 30年 2月 28 日 事業着手 

・平成 30年 6月 15 日 事業進捗状況について【新病院・新清掃工場建設調査特別委員会で報告】 

・平成 30年 6月 21 日 造成・アプローチ道路工事着手 

・令和 2年 9月 4日   余熱等を利用した付加価値事業に関する事業者の決定について 

【大型公共施設建設調査特別委員会で報告】 

・令和 3年 2月 1日   余熱等を利用した付加価値事業契約の締結 

・令和 3年 7月 1日   建築工事着手 

・令和 4年 2月 2日   天竜清掃工場ネーミングライツパトナーの決定について 

【環境経済委員会で報告】 

・令和 4年 5月 9日   プラント工事着手 

資料２

５
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平成２７年度

47 110110 1 410 110 1

■付加価値事業

■ＰＦＩ事業
（敷地造成及びアプローチ
道路工事）
（本体建設工事）

4

■周辺整備
（道路整備）
（上水道整備）
（電気供給工事）

7

平成２８年度

■事業モニタリング

17

平成２６年度

14 710

■環境影響評価

新清掃工場全体工程表
（令和5年5月現在）

令和６年度令和３年度 令和４年度平成２９年度 令和２年度 令和５年度平成３０年度
平成３１年度
（令和元年）

方法書作成

調査実施計画書作成

準備書作成～公告縦覧～市長意見

評価書作成～公告縦覧

事後調査計画書提出～市長意見

事後調査（建設期間中）

PFI事業（設計・建設）モニタリング業務

公告縦覧～知事意見

現地調査

試運転

保全計画策定 ※供用開始３年間

※供用開始６年間希少猛禽類モニタリング調査

アプローチ道路調査・設計

造成・アプローチ道路工事

プラント工事

建築・プラント設計

建築・付帯設備・外構工事

プラント製作・工事準備

道路測量設計・用地調査・用地補償

道路整備工事

事業用地貸付開始

事業者 準備、設計

運営モニタリング

サウンディング型市場調査

事業者募集～決定

電気供給工事

上水道整備工事

事後調査報告書縦覧

契約締結

契約締結

運営開始

整備開始～運営
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令和6年度

4月 5月 6月3月

令和3年度 令和4年度 令和5年度

10月 11月 12月 1月 2月5月 6月 7月 8月 9月12月 1月6月 3月 4月7月 8月 9月 10月 11月

工事箇所概略図

橋梁（１号）

橋梁（２号）

道路整備

調整池堰堤工

敷地造成

ア
プ
ロ
ー

チ
道
路
工
事

管理用道路

仮設撤去
（天竜小堀谷紙板線）

市道拡幅
（天竜小堀谷紙板線）

造
成
工
事

4月 5月 6月

工事工程表（造成・アプローチ道路工事）

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 2月

現在

施

設

稼

働

開

始

造成・アプローチ道路工事

R5.4月末進捗率

96.0％

アプローチ道路開通

仮橋Ｂ・構台Ｂ

仮橋Ａ・構台Ａ
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建
築
工
事

5月 6月

令和6年度

工事工程表（建築・プラント工事）

令和3年度 令和4年度 令和5年度

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

工場棟

4月

工事箇所概略図

プ
ラ
ン
ト
工
事

付属棟
(管理棟･洗車棟 他)

外 構

機器製作

機器据付

試運転

4月 5月 6月 7月 8月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 1月 2月 3月8月 9月 10月 11月 12月

工場棟

施

設

稼

働

開

始

現在

（付加価値事業地）

建築・プラント工事

R5.4月末進捗率

71.5％

ごみ受入開始

 ８

資料５



撮影箇所 造成、工場棟及び付属棟（敷地南東上空より）　 撮影日 2023年5月16日

撮影箇所 アプローチ道路　２号橋周辺 撮影日 2023年4月27日

工事進捗状況

天竜エコテラス

９
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環境影響評価業務について 

１． 環境影響評価条例手続きの経過 

平成 26 年 10/20 ◆方法書 提出（知事、市長） 

 ～11/2 方法書縦覧 

  方法書説明会 

10/31（天竜区役所）、11/7（浜北文化センター）、11/12（浜松市役所） 

 11/26 県環境影響評価審査会・現地視察 

平成 27 年  県環境影響評価審査会（1/14、2/18） 

4/28 ◆調査実施計画書 提出（知事、市長） 

 現地調査（平成 27年 7月～平成 28年 8月） 

平成 28 年 10/1 県条例から市条例に移行 

平成 29 年 1/14 

～3/2 

◆準備書 提出（市長） 

縦覧・閲覧 

 準備書説明会 

1/30（下阿多古ふれあいセンター）、2/3（二俣協働センター）、 

2/7（麁玉協働センター） 

  市環境影響評価審査会（2/15、3/23、6/6） 

 10/2 

～10/31 

◆評価書 提出（市長） 

縦覧・閲覧 

平成 30 年 1/29 ◆事後調査計画書 提出（市長） 

2/22 市環境影響評価審査会 

令和元年 5/20 

～6/19 

◆事後調査報告書（2018 年度） 提出（市長） 

縦覧・閲覧 

 6/17 市環境影響評価審査会 

令和 3年 5/17 

～6/15 

◆事後調査報告書（2019・2020 年度版）提出（市長） 

縦覧・閲覧 

 6/25 市環境影響評価審査会 

 

２． 動植物保全対策業務 

・希少猛禽類調査業務（平成 27年 1 月～平成 28年 8 月） 

・動植物保全計画策定業務（平成 28 年 8月～平成 29 年 11 月） 

・希少猛禽類モニタリング調査業務（平成 28年 9 月～平成 36（令和 6）年 3月） 

 

３．事後調査業務（実施期間：工事中および供用開始から３年間（猛禽類は６年間）を予定） 

環境影響評価書で示した予測・評価を検証するための事後調査及び環境保全措置の実施状況

ならびに効果等を把握し、事業実施区域周辺の環境を監視・保全することを目的に実施する。 

 調査内容 

工事中 大気環境（大気質、騒音、振動）水環境、動物、植物、生態系、地域交通 

供用時 
大気環境（大気質、騒音、振動、低周波音、悪臭）水環境、動物、植物 

生態系、景観、地球環境、光害、地域交通 
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天竜紙板南線
天竜紙板線

(部分拡幅)

熊小松天竜川停車場線

周辺整備（道路） 位置図

天竜長石線

凡例

実線部 ごみ搬入道路

破線部 拡幅改良区間

天竜小堀谷紙板線

(PFI事業で拡幅)

アプローチ道路
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浜松市新清掃工場の余熱等を利用した付加価値事業 

 

１ 事業者 

（代表構成員） 金子コード株式会社 本社：東京都大田区 

（構成員）  中村建設株式会社 本社：浜松市中区中沢町 

 

２ 事業場所  

浜松市天竜区青谷 1474 番地ほか （新清掃工場の更新用地 1.6ｈａ）  

 

３ 事業期間 （更新用地貸付期間） 

令和 6年 4月 1日から令和 26 年 3月 31 日までの 20 年間  

 ※用地貸付後に整備をおこない、整備完了後から運営開始 

  

４ 事業内容 

新清掃工場から発生するスラグや余熱エネルギーを活用 

・チョウザメ及びその他魚介類の養殖（閉鎖型循環式陸上養殖） 

・植物工場にてワサビや熱帯果樹等の栽培 

・露地栽培にてうなぎいも（浜松限定ブランドさつまいも）等の栽培 

 

５ 更新用地貸付料金 

   100 万円（年間） 

 

６ 事業イメージ図（提案書より） 

 

 

【付加価値事業とは・・・】 

新清掃工場（焼却施設）から発生する余熱エネルギーと施設の更新用地を有効に利活用し、新産

業や雇用の創出など中山間地をはじめとする“浜松市域の活性化に資する付加価値の高い事業”

を実施するものです。 
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